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宇宙開発体制強化の必要性について

宇宙開発委員会の強化

字宙開発事業団の新設

宇 宙開発局の新設

昭和 43年 12月

糾学技術庁



これからの国民生活と産業経済の

向上、発展に不可 欠 の 役 割jをはたす

宇宙開発をわが国も強力に推進する．， 
必 要があるが、その推進にあたって

は、 「宇宙開発委員会 Jの強化

「 宇宙 開発 事業団」の新設

「宇宙開発局」の新設

によ D体制 の整備強化を凶る必要が

． ある。
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1. 宇宙開発委員会強化の必要性

多1くの関係俊関の業務を調整して、わが国の宇宙開発を真に効果的に

推進するには、宇宙開発委員会の委員の定数を、現在の 4人から 2人m
員して 6人とするとともに、このうち 2人を常勤とする ことにより、 委

員会の機能を強化する必要がある。

宇宙開発委員会は、．わが国の宇宙開発の基本的左計画の策定、関係行政

d〆

機関の$務の総合調盤、刊の見初、国際協力の基本方針等の重要事項 ． 
Kっき企画し、審議し、会よび決定し、その決定K基・づき内閣総理大臣K

対しな見を述べる機能を有するものであり、昭和 43年 8月発足して以来、

活発な活動を行なつ7ているo

問委員会は、現在、科学技術庁長官たる委員長のほか、非常勤の委員 4

人をもって摺成されているが、，宇宙開発の進展Kよりますます複雑かつ高

度化する重要審議事項を的確K処理するためKは、次Kより委員会の機能

強化を図る必要がある。

(1), 現在4人の委員は、一般学識経験者、産業関係、利用関係、学術関係

から選任されている。しかし、宇宙開発は、原子力開発と並ぶ巨大技術

開発であり、多額の経費を必要とするのみならず、将来のわが国の国際

的地位の確保、経済の発展幻び国民生活の向上K与える闘は著しい ． 
ものがあるので多くの分野Kわたって高い識見を有する者の意見を反映

させる必要がある。したがって、現在の 4人の委員のほかK、社会科学

と ＜~経済問題金よび国際問題Kっき優れた識見を有する者 2 名を増員

するととが必要である。 ｜

(2) 宇宙開発委員会は、前述のよう K宇宙開発K関する重要事項Kっき企

画し審議するのであるが、その業務は宇宙開発計画の進行状況の評価、

-2ー



予算の見積b等きわめて具体的かつ細部Kわたっているo との委員会は、

限られた期間内K業務を遂行し左〈てはなら左．いため、とれらの業務を

的確かつ迅速K処理する必要があるo 現在のととろ委員は全員非常勤で

あるがィとのよう左業務の性格Kかんがみ、少なくとも委員 2人は常勤

とする必要がある。

との点については、昨年 12月の宇宙開発審議会の第 4号答申Kがい ・

ても委員は原則として常勤とすべき旨述べられて詐り、また、第 58国

会Kなける宇宙開発委員会設置法審議の際Kも、衆参両院K卦いて早急． K委員を常勤とすべき旨の附帯決議が左されていると ζ ろである。

． 
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2. 宇宙開発事業団新設の必要性

(1）開発計画は、国の総力を結集して強力に進めない限り、その達成を

期待することはてきないのて、中心となる強力な開発実施機関を確立

する必要がある。

開発計画を達成するKは、多岐Kわたるきわめて高度左技術を駆使する

ととも K短期間K集中的vc・巨額の投資を行左うことが必要であって、とれ

は国の総力を結集して行なうべき大事業である。したがって原子力開発の

場合と同様、国のプロジェクトとして政府、学界、産業界三者が一致協力

して開発を進めなければならないが、そのた・めKはとの総合的開発の中心

的推進役の役割を担う強力左開発実施機関を確立する必要がある。

宇宙開発においては、一つの開発目標に向けて材料工学、 高温高圧技

術、計測技術、信頼性技術等きわめて広範な分野における高度な技術を

集約 し、これらを有機的かつ総合的に体系づけながら 開発を進めていか

．なければならない。

とのような組織的な開発を進めるにあたって、上述の開発実施機関の

果たす役割は 、－具体的には次のとおりであ忍。

① 最近のデータを用いて．γ ステムデザイlンを行ない、これに 基づき各

々の分野の開発方針を決定し、 －

＠ 官民の関係機関に対し研究または試作を委託し、

③ これらの委託による成果をとりまとめ、それぞれの進捗の度合に応

じて、開発計画、開発予算の変更を行なう等、常に各機関の調整を行

ないなポら開発を進めていく ζ と。（・次図参照）
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国立試験研究機関

第5段ロケッ ト
メー カー

第4段ロケッ ト
メーカー

戸ーーー『

: iはロケッ トメーカーと誘導制御装置メーカーの結びつ きの一例を示す。

先進諸国K好いても 、

米国は航空宇宙局（ NASA)（国家機関、昭和43年度予算約1兆

5, 2 6 0億円、人員約 6万 4,0 0 0人）、

注）

． 
フランスは国立宇宙研究本部（ ONES）（特殊法人、昭和 43年度予算

約 50 6億円、 人員約 60 0人 〕、

ドイツは宇宙研究有限会社 （GFW). （政府出資の特殊会社、昭和43年

度予算約 40 0億円、 人 員約30 0人）

それぞれの国情K合った形態の開発実施機関を設置して宇宙開

発を推進している。
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(2) そのような開発実施俄関は、官、学、民の人材を結集し、また、予

・算および組織の面て弾力的な業務運営がてきるものてなければならな

いoこのためには、特殊法人の「宇宙開発事業団 Jを新設する必要がある。

付｝ 前K述べたよう K宇宙開発は、多数の分野Kなけるきわめて高度左技

術を網羅し、多額の経費を要する巨大な事業である。したがって、とれ

を円滑K推進して所期の目標を達成するためKは、

① 事業経営の能力をもち、各界からの協力を得ながら強い指導力を発

揮できる人物卦よび大型技術プロジェクトをまとめあげる経験と能力

を有する人物をトップ・マネージャーとして迎えるととも K、

② 高度の技術的業務を遂行するため多数の優れた技術者を確保すると

とが必要であるが、

とのような人材は広 ＜：官ー学・民の各界から求めなければなら左い。

したがって、との開発実施機関は人材の結集を容易K行左いうるよ

う左ものである必要がある。

｛吋．宇宙開発は、技術が高度であるばか bで左〈、その技術相互聞の関連

性がきわめて高〈、また、常K未知の領域を進むもの・であるので、設計

仕様の変更、研究計画の修正がしばしば行左われるととが予想される。

したがって、との開発機関はとれらの変更、修正K応じ、臨機K予筆、

計画を変更しうると同時K、機借の改編や人員の転換も容易K行ないう

るものでなければなら左い。

とのような機能を既存の政府機関たる宇宙開発推進本部K期待すると

とはでき左いととであり、「宇宙開発事業団 jを特殊法人として新設す

る必要があるo

宇宙開発事業団を特殊法人として新設した場合の具体的な利点は、

次のとおりである。

-6ー
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l トップ・マネージメ Y トの確立については、

(1) 必要な数の有能なトップ ・マネージャーを役員として迎えるこ

〆とができる。

(2) 政府機関とは異なるから、官庁機脊内の人事とのバランスにと

らわれずに第一扱の人物を起用する ・ことができ、また、それに相

応した処遇も可能である。

2. 技術者の結集については、 ．

(1) 民間企業との給与の格差を少なくすることができる。

e (2) 任免等に関し国家公務員法による種々の制約がないなどのため、

． 

民間との人事交流が容易となる。

a 業務運営の弾力性については、

(1) 経費の費目間流用の制限、繰越使用の制限などの財政法の規定

が適用されないため、その事業経費の弾力的運用が可能である。

(2) 国家行政組織法、定員法の規制を受けないため、組織の改編、

人員の転換を比較的容易に行なうことができる。

-7-



（尋 電離層観測衛星と静止通信実験衛星の打上げ目標を達成するために

は、昭和.44年度から宇宙開発事業団を発足させ、機憾の整備と所要

の予算および人員を確保する必要がある。

昭和4 6年陀電離層観測衛星を、また、昭和 48年度Kは静止通信実験

衛星を打ち上げる目標を予定ど金 b達成するためには、早急K開発を軌道

K乗せなければならないが、とのためKは、昭和 44年度から次のよう在

多くの業務を遅滞在〈遂行する必要があるo

① 人工衛星打上げ用ロクツトの開発

② ロケットの誘導制御装置の開発

＠） 基礎実験衛星の開発（ロクツトの性能の確認卦よび各種の人工衛星K

共通左技術の開発のためK行なう。〉

＠ ランチヤ一、テストスタンド等の施設設備の開発

⑤ 人工衛星の追跡

① ロケット打上げ実験卦よびとれK必要左施設設備の整備

⑦ 上記の各ツステム全体を包含する全ジステムの設計卦よび各部の調整

③ 開発計画の立案をよび計画の的確在推進を図るための計画管理

① 打上げ実験の安全を図る安全管理

⑬ 経理、人事等の適正な管理

＠種子島宇宙センターの施設設備の管理

このためKは、昭和44年度から「宇宙開発事業団」を発足させ、

① トップ・マネージメントを確立するため、理事長以下 8人の役員を置

くととも K、

② その決定K従って上記の各業務を組織的K進める内部機椛を整備し、

乙れK必要左人員として 17 5人の験員を確保する必要があ b、

① また、昭和44年度予算としては、約 87億円、⑬約 13 2億円の事

-8-
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． 

． 

業費が必要であるo

もし、宇宙開発事業団の新 設 が 実 現 で き 左 か っ た 場 合 は、上記のよう

左事業量を的確に処理するととは到底望み得ないととろと左り、昭和

4 6年の電離層観測衛星の打上げb よび昭和 48年度の静止通信実験衛

星の打上げという国家的目標は達成できないとと Kなろう。

（下図参照）

ロ ケ ヅ ト の開発プラ ン

4.3年度 44年度 45年度 46年度 4 7年度 ．_48e度

設計 製作 Qロクツト Nロケット

I ランテヤ一l等射場 fν【電星打離上層街げ、) 静止衛星）
打上げ

試作試験地上燃焼試験

1 • 
｜テストスタンド

試作試験。
3 段 ｜液体ロケット ｜ LS-0ロクツト托Hf

段 ｜日山ト ！

守作試 ｜験

試作試 ｜験

誘導制御 ｜ 試験用 a ロクッ呪Hfxロケγト（50例）

人工衛星 基礎実験衛星

人工衛星追跡 乱＆ RR方式

（注） dは「打上げjを示す

FRP：強化プラスチック

R&R R，方式：距離および距離変化率測定方式

- 9-



3. 宇宙開発局を新設する必要性

開発の目標を予定どおりに達成するためには、急激に増大しつつある

宇宙開発に関する行政事務を的確に処理するための行政機構を整備強化

しなければならない0・そのためには、「宇宙開発局」を新設する必要が

ある。

前K述べた開発計画の遂行K伴い、関係行政事務が急激K増大かつ高度

J化するものと考えられるが、とれらを的確に処理するためKは、責任体制

の確立、事務処理能力等の面陀卦いて、現在の体制では不十分であるo す

なわち、開発の本格化K伴い開発計画の管理、関係機関相互間の調整、国

際協力、前K述べた宇宙開発事業団の管理 ・運営、関係予算の確保と効率

的な使用、種子島周辺漁業対策左ど宇宙開発を強力K推進するための行政

事務はますます増大しつうあ b、その処理Kあたっては高い νベルK卦け

．る責任が要求されているι とれらの行政事務を的確かつ円滑K処理するた

めK位、早急K行政機構を整備強化する必要があ。るo とのととは定年11 

月の宇宙開発委員会の昭和 44年度宇宙開発関係予筆K関する決定K卦い

ても特K強調されていることであるo

とのため、現在の機構を拡大強化して、専ら宇宙開発K関する行政事務

を所掌する宇宙開発局を設け、専任の局長wを置いて責任体制を確立すると

とも K、内部機構として企画課、

強化を図る必要があるo

開発課会よび調査課を設けて事務能力の

．－ ． ． ・0・4・・・ ． 

－ 

． 
－．・・ ．，

• I 
－－ 
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（参考 1) 

特殊法λ「宇宙開発事業団 Jの概要

l 目的

「宇宙開発事業団」は、ロケット長よび人工衛星の開発、打上げ長よび

追跡等を効率的K行ない、宇宙の利用の促進K寄与するととを目的として． 設立されるものとする。

之事業の範囲

(1) 「宇宙開発事業団 Jは、その目的を達成するため、次の業務を行左う。

イ．ロクツト卦よび基礎実験衛星の設計b よび試作左らびKとれらK関

する研究台よび試験を行左うとと6

ロ．ロケット会主び人工衛星の打上げ左らびKとれらK関する研究会よ
. ' 

び試験を行左うとと。

ハ．委託K応じ人工衛星の設計b よび試作左らびKとれら K関する研究

会主び試験を行左うとと。

ニ．宇宙開発K関する研究者会よび技術者の養成訓練を行左うとと0． ホ．その他、成果の普及、調査等切なうーとと。

（到 宇宙開発を推進するため必要があるときは、その施設ー、設備を関係機

関の共用K供する ζ とができる。

3. 資金調達の方法

全額政府出資Kよって調達する。

-lt-



4. 組織b よび人員

（組織〉

顧 問 ーーー一一ー一一－，

理事長

副理事長

理事

酷
.an. 事

技術委員会ー一一ーー＿＿J 

（人員）

-12-

監事室

総務部

経理部

計 算 管 理 部

γ ステム開発部

ロケ ット開発部

誘導制御開発部

人工衛星開発部

射 場 開 発 部

安全管理部

人 工 衛星追跡部

実験部

穏！子島宇宙センタ ー

8人

1 7 5人

1 8 3人・ ~－） 



5. 

． 

． 

． 

昭和44年度予算要求の概要

事業経費

（内訳）

ロクツトの開発K必要左経費

人工衛星の開発K必要左経費

ロケットの打上げ等K必要左経費

人工衛星の追跡K必要左経費

その他事業の運営K必要な経費等

事業外収入

政府出資金

． 
－ 

（単位百万円）

⑬ 13,258 

8. 7 4 5 

⑮ 6, 6 4 4 

4, 2 0 ・4 

⑫ l, 5 0 8 

a s s 

⑮ 4, 6 9 0 

3, J 7 0 

⑮ 4 1 7 

2 9 8 

6 5 1 

6. 5 

8. 6'.8 0 

在卦、現在の宇宙開発推進本部は廃止し、事業団の業務を行左うためK

必要左同本部の施設は事業団K移管する。
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（参考 2) 

静止通信実験衛星

赤道面上約 36,000キロメートルの高度K打ち上げられた人工衛星は、

軌道の軸卦よび周期が地球の自転のそれと一致するので、地球上からとの衛

星をみると天球上の一点K静止して見える。とれを「静止衛星Jという。

東京オヶリン．ピックの中継を行なった「 γ ンコム 3号衛星」以降実用通信衛

星の主流は静止通信衛星となっている。

現在、通信衛星を利用した商業ベースでの通信の組織として、世界商業通

信衛星組織（インテルサツト）が結成されているが、との制度が昭和45年

から恒久化される予定であるため、との協定を制定する九めの国際交渉K台

ける発言権を強めるため、・欧州諸国は当面の最終目標としてとの静止通信衛

星を自力で打ち上げるための開発を．進めていゐ（たとえばフランス卦よびド

イツは共同して静止通信衛星「 γ ンフオ Z 「 Jの開発を進めているq ） 

わが国K孝子いては、郵政省は電波研究所、日本電信電話公社、国際電信電

話紛争よび 日本放送協会の協力Kよ b、昭和48年度までK静止通信実験衛

星を開発することを計画 じている。

とれを打ち上げるためのロクツト CNログツト）は、昭和 4・4年度から宇

宙開発事業団~$...いて開発を進める計画であるが、衛星を静止軌道K乗せる

ためKは厳密左誘導制御を行左う必要があ b、きわめ．て高度左技術が必要で

ある。
． ． 

電離層観測衛星
．
 

．．
 

．．．
 ．．． ．．．

 
．
 

．
 

電難局観測衛星は、高度約 1,000,b,rの軌道から電離層の状況金主び電波

雑：音の仔布を観測し、その情報Kよって電波予報、警報を的確K行左うとと

-14-
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． 

． 

を目的とするものであり、その打上げは、インテルサツトの恒久制度化を控

え、通信の分野K卦ける実用衛星の早期打上げKよって、わが国の発言権を

強めるととK・も意義を有するものであるo

昭和48年度K静止通信衛星を打ち上げるためKは、遅くとも昭和46年

までKは、正確な軌道を必要とする実用衛星の打上げの技術を開発して金〈

必要がある。

とのため科学技術庁宇宙開発推進本部は、昭和43年度から実用衛星打上

げ用ロケット（ Qロケット〉の開発を進めてお寸、これK塔載する衛星とし

て郵政省電波研究所が電離層観測衛星の開発を進めている。

、－ 、
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実用衛星の実現在目指して

． 一これに必要な昭和44年度の施策ー

(" 

． 
昭 和 43年 12月

科学 技術庁

,,, 



． 

：・

実 用衛星の実 現を目指 して

ーこれに必要な昭和44年度の施策ー

1. 実用衛星の打上げ・利用は，国民生活の水準の向上と産業経済の発展に画期内

的な影響を与えるとともに，新技術の開発を生み出す原動力となるものであ

る。

現在，宇宙利用は突用化の段階に入りつつあり，宇宙通信の分野においては，すで

に世界商業通信衛星組織〈インテルサット〉が暫定的に組織され，国際テレビ中継等

にじ！？売に利用されている。その他気象衛星による気象予報精度の向上，航行衛星によ

る船舶および航空機の航法の格段の進展，測地衛星による離島位置の正確な決定など，

近い将来において宇宙空間の平和利用が，人類の生活水準の向上と産業経済の発展に

はかり知れない恩恵を与えるであろうことは明らかである。

さらに，宇宙開発は広範かつ先端的な科学技術を総合的に駆使するものである h

ら，その推進はまた科学校術全般の水準を向上させ，広汎な新技術の開発を生み出す

原動力となるものである。

これらのことから，宇宙開発はいわゆる今日のビッグサイエンスとして，先進諸国

はもとより，数多くの後進諸国においても最大の関心事となった。今年の夏ウィーン

で開催された字宙空間平和利用会議に，75カ国が挙って参加したのもこのことの証左

に他ならない。

一 （1）ー



2. 先進諸国における宇宙開発は，近年辺、述に進みつつあり，米・ソはもとより

フラ γス，イギリス，西ドイツ等の西欧諸国においても，災用術厄をIH力で打

ち上げようとする段階に迷している。

ソ述がスブートユク 1号を打ち上げて以来日年，世界の宇宙開発は急速な進展を迷

げ，とくに米・ソ両国においては有人月探査をめざすアポロ計画等の超大規模の開発

が進められている。すなわち，このニ大国は宇宙の利用面で，すでに無人の人工術尽

から有人術星の時期に入っているといえよう。

このニ大国につづき，たとえば， フラソスは昭和40年11月に自国のロケットに.tる

最初の人工衛星打上げに成功しており，昭和46年には西ドイツと共同でi'I~J l: )ffi fa i!/i lil 

シンフォニーを打ち上げる計画を進めている。また，イギリス，フランスt!;，西欧7

カ国で構成されるELDO （欧州宇宙ロケット開発機構〉でも，昭和44年には人：仁川

星が打ち上げられる予定である。これら各国における宇宙開発の進捗状況は別尖のと

おりである。

3. わが国の宇宙開発は西欧諸国に対して遅れをとっているが，わが国にも字市

開発に必要な技術的基盤は十分に存在しており，本格的な開発の推進により，

この遅れをとり戻すことは可能である。

上記のような先進国における宇宙開発の進展に比べ，わが国における宇宙開発は，

諸般の事情から表にみるようにおくれていることを認めなければならなし、。しかしな

がら，わが国は，宇宙開発の基盤となる科学技術全般の水準においては，少くとも西

欧諸国に比べて決して劣っていない。すなわち，宇宙開発の中心となるロケットにつ

いては，すでに東大宇宙航空研究所が中心となって直径 1.4mの固体燃料ロケットを

一（2）ー
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宇宙開発進度図

注 2）各悶の現在進めつつある計聞の代表例

ソi湛：国家宇宙~Ill]保査：妥貝会（SCSE）－詳細不明

アメリヵ ：航空宇宙局（NASA）一一アポロ計同

フランス ：宇宙研究本部（CNES）ーーディアマンB開発計四、科学通信m.星打上げ計四

日本 ：科学技術庁、大学ー一一Q.N計画、 M計画

。 災JI!尖験Ni!ll¥
¥JT【さ85kg・ ノ

の告国
. ' 

日

を示す

欧州宇宙ロケット開発機脱
f加盟国：イギリス、フランス、＼

I i!!iドイツ、イタリ；一、オランダ｜
＼オーストラリア、ベルギー ノ

1）四回Elまfl日発時代

区三~ I主人工衛星日制t

~ I主人間術星時代
医 密 習は突用組時代

注

フランス

．本

ELDO 

ソ

ー
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開発した実績があり，宇宙開発推進本部を中心とした液体燃料ロケットの開発も巡み

つつあるなど，相当の技術的水準に述しており，また，エレクトロニクスの分野にお

いても，たとえば，オリ γピックの宇宙中継のため，わが国の技術陣がメキシコに地

上局を建設したことにもみられるように，その技術は世界的に高く評価されている。

さらに，宇宙開発のような大規模プロジェクトについては，多分野にわたる科学技術

を総合的に駆使してこれをひとつにまとめあげるシステムエンジエアリ γグがきわめ

て大切であるが，この点についても，わが国は，たとえばYS-11，国鉄新幹線等の

開発にみられるように，開発チームを編成し，総合的，かつ計図的にこれを遂行し，

所j切の成果をあげた実績をもっている。 ⑥） 
このような技術的背景をもとにして，開発体制を整備し，必要な資金と人民を投入

する等本格的に宇宙開発に取り組むならば，西欧諸国へのキャッチアップは十分可能

である。

4. しかし，わが国がこれ以上立ち遅れると，国際場裡において宇宙開発に閃す

る発言力を確保することが困難となるだけでなく，国民生活，産業技術，学術

等の諸分野においてわが国の国際的地位の決定的な低下を招くおそれがあるo

(1) 宇宙通信の分野においては， 昭和45年にイ γテノレサットの恒久制度化問題をひ

かえている。西欧諸国が，さきに述べたように精力的に宇宙開発をすすめているの

も，この問題に対する自国の発言力を強化し，国益の確保を図るためにほかならな

い。このような情勢にかんがみ，わが国としても宇宙開発を早急に推進し，この分野

における国際的な発言力を確保し，新たに発足するインテルサットにおいて有利な立

場を占める必要がある。

(2) 通信の分野のみならず，気象観測の分野においても，現在わが国はWMO （世

界気象機構〉の地域センターとしてアジア地域の資料収集，気象監視などの活動を行

一似） ー

＠） 
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なっているが，今後ともひきつづき地域セ γターとしての地位を確保し，先進的立場

を保つためには，気象術患に関する技術の開発 ・利用を積極的に進める必要がある。

（ぬ また，世界各国の宇宙開発の進展に伴ない，静止衛星の打上げ位置の確保が重

要な問題となってくるものと予怨される。すなわち，通信，航行，気象等の各分野に

利用される静止街星は， m波の混信などの関係で無制限に打ち上げるわけにゆかず，

全世界で60個〈一説には 180個〉が限度といわれている。このため，近い将来，静止

地帯割当てのための図際的な初犯が必要となることは確実であり，その際，わが国が

希望する静止地1ilrを磁保するためには，その時までに静止衛星打ち上げ能力を開発し

ておくことが是非とも必廷である。

(4) これらの例にみられるように，わが国の宇宙開発が米・ソはともかく，西欧諸

国にもこれ以上立ち遅れるならば，通信，気象，航行，訊lj地等，宇宙の利用に関する

悶際的調整の場において，その｝＇［）.見は全く弱いものとなり ，来るべき宇宙時代におい

て，国民生活の向上の面においても，また産業，学術などあらゆる分野においても，

先進国に比べいちじるしく不利を奴むることとなろう。そしてその遅れは永きにわた

って回復できないものとなろう。

・I s. わが国は，昭和48年度を叫に飾品信実験衛星を打ち上げる計画を強力に

推進する必要がある。

(1) 本年発足した宇宙開発委只会は，これらの情勢にかんがみ今後のわが国の宇宙

開発の目標として， まず昭和46年までに中間段階のロケット（Qロケット〉を開発

し，これによって，わが国最初の突用実験衛星〈電離層観測衛星〉を打ち上げるこ

と，および，その後，このロケットにつながるものとして，昭和48年度までにNロケ

ットを開発して最初の静止通信衛星を打ち上げることを定めた。この計画は，与えら

れた時間を考えるとき決して余裕のあるものではないが，さきに述べたわが国の技術

一 （時一



ロケットの開発プラン

4 3年度 4 4年度 4 5.年度 4.6年度

設 製 作 Qロケット， 
、．

ランチャ一等射場 ＠雪庁指昆）

試作試験 地上燃焼試験

1 2 段 団体ロケット
テスト スタンド

，同町、。、、、，，

3 段 液体ロケット OLSーCロケツ切打上げ d、

｜ ｜  
試 作 試 験

4 段 FRPロケット 。 。
官民 。

誘導制御 試験用ロケット打上げ Xロケット（50cm世）

。！盟 1＇戸 J、
人工衛星 基礎実験衛星 ｜ スペースチャンパー

調査ハ 製 作
、』J

人工衛星追跡 R&R R方式
コントロールセンター｜

（注） ♂は「打上げJ を示す

FRP：強化プラスチック

R&RR方式：距離および距離変化率測定方式

~ ぞう

’・
4 7年度

J 

．・

r • 

4 8年度

Nロケット

（~i洋町内

’・
，． 

，． 

一一



Qロケット祝念図

衛 星

4 f.文目ロケット

． 3段目ロケット

2段目ロケット

H.'.t目ロケット．

． 

全長約25M
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ポテ γシヤルからみて十分達成可能な計画である。

(2) 昨年来大きな問題となっていた宇宙開発体制の一元化は，宇宙開発委員会の発

足によって大きく前進し，また懸案の漁業問題も解決するなど，わが国の宇宙開発を

推進するための基盤は本年に入って着々とととのってきた。今後は定められた計画を

国民全般の深い理解と協力のもとに強力に推進することが残された課題である。

6. 上記の計画を予定どおり進めるためには，第一に必要な資金の投入が不可欠

であり，とくに昭和44年度において，予算規模の飛毘的な増大が必要である。

定められた計画を達成するため，科学技術庁は昭和43年度にQロケット開発のため

のシステムデザイ γおよびサブシステムの開発を行なうが，昭和44年度には，これら

を受けて， ロケットの詳細設計，射場および開発施設の整備，国体，液体およびFR 

Pロケットの開発，誘導制御および追跡技術の開発，人工衛星の開発，打上げ突験等

本格的な開発段階に入る必要がある。このため予算規模は従来に比べて飛躍的に的大

し，科学技術庁予算として約 106億円を確保する必要がある。

なお，昭和44年度の各省庁の宇宙開発に関する予算要求総、額は 142億円である。

C)t) 

〈別表参照〉 ⑩） 

一（8）ー



昭和44年度科学技術庁宇宙開発予算要求額

総忽1 10, 618百万円

内訳

宇宙開発委員会 38百万円

宇宙開発局 44百万円

宇宙開発事栄団 8,680百万円

ロケット開発経~~ 4,204百万円

人工衛星開発経1~ 358百万円． ロケット打上げ経吹 3,170百万円

人工衛星追跡経1'{ 298百万円

その他 651百万円

宇宙開発推進本部（3カ月分〉 51百万円

航空宇宙技術研究所 1,104百万円

種子島周辺漁業対策＊栄 351百万円

宇宙開発促進費 360百万円

昭和44年度宇宙開発関係予算要求額

総額 14,217百万円． 内訳

科学技術庁 10,618百万円

文部省 2,695百万円－

通商産業省 127百万円

運輸省 52百万円

郵政省 685百万円

建設省 41百万円

一（9）ー
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7. 
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(1) 

・．

以上の計画を所期の期間に達成するためには，第一に開発の中心となる突施

機関として特殊法人宇宙開発事業団を新設し，官学民の人材を結集して効率的

に開発を進める必要があるo

宇宙開発は，多額の経費を要するとともに，広汎多岐にわたる科学技術の各分

野における高度の技術を総合的に駆使して行なうものであり，短期間に所期の目標を

達成するためには，広く官学民の優れた人材を結集し，弾力的な業務運営を行なっ

I)})) 
て，これを効果的に推進しなければならない。このため，現在の宇宙開発推進本部を 司ノ

廃止し，新たに特殊法人宇宙開発事業団を設置する必要がある。

(2) ロケットと人工衛星の開発は，次頁の図に示すとおりロケットメーカー，電子メ

ーカ一等，宇宙産業界を挙げて編成されるプロジェクトチームと，これに協力する大

学および国立試験研究機関の総力を結集してはじめて可能になる巨大な事業である。

!!11 この巨大なチームの中心となり，プロジェクト全体の総合的な推進の役割りを果すも

;111 のが宇宙開発事業団であり，開発実施体制の要となるものである。

附 表
各国の宇宙開発予算

国 1 9 6 5年 1 9 6 6年 1 9 6 7年 1 9 6 8年

億円 (%) 億円 く%〉〉 億円 (%5 億円 6く~〕〉アメリカ 18,300 (0.754) 18,300 (0.690 17,500 (0.659 16, 080 (0. 

ソ 連 16,000 (0.610) 一 一 一
フランス 229 (0.069) 283 (0.078) 393 (0.108) 一
イギリス 156 (0.050) 187 (0.050) 240 (0.064) 309 (0.082) 

西ドイツ 144 (0.036) 160 (0.037) 200 (0.047)' 293 (0.068) 

イタリー 43 (0.021) 60 (0.027) 72 (0.033) 77 (0.035) 

日 本 35 (0.012) 46 (0.013) 60 (0.017) 74 (0. 021) 

Q~~ 

注 1) c 〉内は国民総生産に対する比率を示す。ただし， 66年以降は66年の国民総生産を基

準に計算してある。

2）ソ連の予算額は推測額である。

ゆ一
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人工衛星打上げ用ロケ ットの

開発プロジェクトチームの編成

政府 システム、設計、開発、
試験、打上げ

宇宙開発

事 業 団

ロケットメーカー

l
S
1
 

宇宙開発委民会 総合組立メ ー カー

宇宙開発局

r一一一一一寸一一一一ーー－
Hお1段ロケットメーカー
」ーーーーー＋一一一一一一

第2¥1ロケットメーカ－ ＇

第3段ロケットメーカー

第4段ロケットメーカー

システムデザイン等
ロケット

使用技術の

自主、導入の割合

自主開発

技術 事入

発

入

問

一導

主

一術

自

一技

注） ! ! Iまロケットメーカーと誘導制御装近メーカーの結びつきの一例を示す。

誘導制御装置メーカー

誘導パッケージ
組立メーカー
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実用衛星の打上げ・利用（1)

衛星切り．離し

，ーー民コーーベドー仏
’ 筏~3段落下 .,....._ 

一 衛星軌道 ー、、、、』
‘、‘、 ‘、‘、、‘・

戸〆〆第3f.!tc.・M

J第2段落下

ム火

。J~

4第1脇下

。り

ロケットの打上げ

（ロケッ トの飛しょう径路）ー科学技術庁

ω
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実用衛星の打上げ・利用（2)

通信衛星（静止衛星3個によって、全世界の

通信中継が可能である） ー郵政省

.... ’』

気象衛星 （衛星から地表の写真をとって天気

予報に役立てる） 一運輸省

航行衛星（衛星を使って、船や飛行機の位置 測地衛星 （衛星を同時に数箇所から観測する

を測定する）ー運輸省 ことによって、離島の位置等が正確にわかる）

一運輸省、建設省

4
3，
 




